
が

接骨院で発生する法的トラブルは、保険者や
損保会社との療養費の請求をめぐるもの、患者
との治療の効果や情報管理をめぐるもの、従業
員との労務トラブル等、多岐にわたります。中に
はカスハラ被害に遭う等のケースも散見され、
柔道整復師は、自分の身を守るための法的知識
を身に付ける必要があります。
本書では、業界団体である全国柔道整復師連
合会の顧問として、上記のようなトラブル対応
に実績がある弁護士が、施術所の運営上押さえ
ておくべき法的知識をQ&A形式で解説します。

● 弁護士 髙津陽介 著
● A5判 320頁
● 定 価 3,630円（本体3,300円＋税）

主 な 内 容

第1章 柔道整復師とは

第2章 施 術

第3章 療 養 費

第4章 交通事故

第5章 労 災

第６章 患者トラブル

第７章 情報管理

第８章 広 告

第９章 人事労務

知ってお くべき

QRコードから
Amazonで
購入できます

詳細は裏面を
ご覧ください



1項目あたり数ページの
分量でまとめられている
のですぐに読めます

Q&A形式で解説されている
ので、どこからでも読めます

図や表を交えて解説している
のでスムーズに理解できます

内 容

第1章 柔道整復師とは
業務内容／隣接業種との異同／
柔道整復と診療の違い など

第2章 施 術
施術契約の法的性質／施術に求
められる水準／インフォームド・コ

ンセント など
第3章 療 養 費
療養費／受領委任制度／集団協
定と個人契約 など
第4章 交通事故
施術費の請求方法／算定基準の有

無／損害賠償額の算定における裁判
所の考え方 など

第5章 労 災
施術費の請求方法／ 施術費の

算定基準／「療養補償給付たる療
養の費用請求書」作成上の留意点

第６章 患者トラブル
クレームに対する基本的な考え方／
悪質クレーマーの見分け方／クレーム
への対応 など

第７章 情報管理
遵守すべき法令／取得／ 情報管理
体制 など

第８章 広 告
広告の制限／ インターネットや
SNS 上の口コミ対策 など

第９章 人事労務
就業規則の作成／就業規則の変更
／懲戒処分 など


